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　結婚 50 周年を迎えた夫婦を祝う令和７年度　結婚 50 周年を迎えた夫婦を祝う令和７年度
人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 26 日にホテル人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 26 日にホテル
サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和
50 年１月１日～ 12 月 31 日に結婚した夫婦で、50 年１月１日～ 12 月 31 日に結婚した夫婦で、
対象夫婦 37 組のうち 22 組が出席。松岡市長対象夫婦 37 組のうち 22 組が出席。松岡市長
から表彰を受けました。同時に、熊日金婚夫婦から表彰を受けました。同時に、熊日金婚夫婦
表彰として熊本日日新聞社の業務局事業副本部表彰として熊本日日新聞社の業務局事業副本部
長の長の小小

こ だこ だ

田田崇さんから表彰状と記念品が贈られま崇さんから表彰状と記念品が贈られま
した。した。
　出席者を代表し、大平和明さん、慶子さん　出席者を代表し、大平和明さん、慶子さん
夫婦が「50 年経ってようやく『いいあんばい』夫婦が「50 年経ってようやく『いいあんばい』
の夫婦関係になることができたと感じる。これの夫婦関係になることができたと感じる。これ
からは、地域社会のために残りの余生を過ごし、からは、地域社会のために残りの余生を過ごし、

『ありがとう』という感謝の気持ちでこれから『ありがとう』という感謝の気持ちでこれから
の人生を二人で歩んでいきたい」とあいさつしの人生を二人で歩んでいきたい」とあいさつし
ました。ました。
　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載
し、お祝い申し上げます。し、お祝い申し上げます。

▲�人吉市金婚夫婦表彰式の様子▲式後に記念撮影を行った

▲表彰式であいさつする大平さん夫婦ん夫婦
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金
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国や県、市の復旧復興の取り組みをお知らせします

新感覚なアクティビティを楽しんだ

育てた苗木は山へ戻して大きな森へ

【Let's Try くまがわアクティビティ】
　球磨川を舞台に、さまざまなアクティビティを体験

してもらおうと球磨川ラフティング協会が開催したもの。水面をボード
で進む S

サ ッ プ

UP と、透明のバルーンで遊ぶゾーブ、そして川岸でととのう
テントサウナの３つのアクティビティ体験を用意。初めてゾーブを体験
した人吉東小５年の徳川陽

ひりゅう

龍君は「自分で自由に動かすことができてと
ても楽しかった」と笑顔を見せていました。

【ちいさな森づくりワークショップ】
　森づくりに取り組む会社「木

こ び と や

人舎」では球磨川流
域で育ったドングリなどを使って、苗木を育て森づくりをするワーク
ショップを開催。参加者は用意された９種類の木の種を自由に選び、鉢
植え。どんな種を植えたのかをデッサンし、育った後のイメージを膨ら
ませました。鉢植えした物はそれぞれで持ち帰り、約２年後に育てた苗
木を森に戻す予定です。

9/27・10/19
中川原公園

10/12
中川原公園

■社会実験「HITONOWA ACTION」

支え合いセンターを閉所します

問合せ　人吉市地域支え合いセンター　（市社会福祉協議会内　☎２４－５５７０）

　令和２年７月豪雨の発災後、同年 10 月末に人吉
市社会福祉協議会が設置した、被災者の生活再建支
援を行う人吉市地域支え合いセンター。被災された
皆さんの生活や困りごとに寄り添い、一日も早く日

常生活に戻ってもらえるよう支援活動を行ってきま
した。10 月 31 日で活動を終了し、12 月末に閉所
します。

天
てんぐ

狗橋
ばし

が開通します

　令和２年７月豪雨で被災し、通行止めになってい
た天狗橋が完成し、通行が可能となります。
※天狗橋は歩行者・自転車専用道路です。
期日　11 月 15 日（土）
時間　午後３時～（一般開放）

※�天狗橋は、アニメ『夏目友人帳』の
モデル地としても知られています。
今回の完成を祝い、記念イベントを
開催します。詳しくは２次元コード
からご覧ください。

▲�詳しくは
こちら

問合せ　通行について　市道路河川課維持係（☎２２－２１１１　内線２２４１）
　　　　イベントについて　市商工観光課観光物産係（☎２２－２１１１　内線２１３１）
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